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               審   査   の   要   旨 
  
近年、キイロショウジョウバエの蛹化の前に生じる体サイズ増加の過程には、昆虫ステロイドホルモ
ンであるエクジソンの基礎的な分泌が必要であること、またこの基礎的分泌の調節には PTTH 産生ニ
ューロンが関与することが知られていた。しかし、この PTTH 産生ニューロンの活性がさらにどのよ
うな上位系によって調節されることが必要なのかは全く解明されておらず、昆虫内分泌学における重要
な未解明課題と認識されていた。このような中で著者は、昆虫ペプチドホルモンであるコラゾニンがま
さにその上位系であることを、分子遺伝学、発生生物学、神経科学、イメージングなどの複合的な技術
を駆使して明らかにしており、その内容は質・量ともに申し分ない。コラゾニンは、哺乳動物の GnRH
の相同分子であることを考えると、本発見は、昆虫内分泌学のみならず動物生理学一般の発展に大きく
寄与するものと評価できた。 
令和２年１月２７日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
